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パ

ネ
ル

宗
教
学

、

社
会
学、

民

俗
学
の

誕
生

　

　

ー
ヨ

ー

ロ

ッ

パ

と
日
本
の

共
振

代
表
者
・

司
会
　
安
藤
礼
ニ

コ

メ

ン

テ

ー

タ

　
関

　一

敏

民

族
学
と

民
俗
学
　
　

折
口
信
夫
『

古
代
研

究
』

の

起
源

−

　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　

安
藤
　
礼
二

　

柳
田
國
男
と
折
口

信

夫
の

民
俗
学
は
日
本
だ

け
で

可
能
に

な
っ

た
も
の

で

は

な
い

。

そ
の

学
の

誕

生
に

は、

よ
り
ダ
イ
ナ

ミ

ッ

ク

な、

ヨ

ー
ロ

ッ

パ

と

日
本

に
お

け
る

人

文
諸
科
学
の

交
流
と

混
淆
が

あ
っ

た
と

思
わ

れ

る
。

そ
の

事
実
を

明
ら
か

に

し
て

く
れ
る

の

が、

大
正

末
期
か
ら

昭
和
初

期
に

か

け
て、

柳
田
が

主

体
的
に

関
わ
っ

た

雑
誌
『

民
族
』

で

あ
る

。

「

民

俗
」

で

は
な

く
「

民
族
」

と

い

う
命
名
は
、

柳
田
の

強
い

希
望
に

よ

る

と

い

う
。

柳
田
の

内
で
、

民
族
学
（
Φ

昏
目
o

δ
げq
賓
）

と

民
俗
学
（
ho

匠
o

話
）

の

融

合
が

図
ら
れ

て

い

た
の

だ
。

柳
田
は

創
刊
号
か

ら、

後
に

『

神
樹

篇
』

や
『

妹
の

力
』

の

中
核
と
な
る

多
く
の

論
考
と

報
告
を

発
表
し
て

い

っ

た
。

祝
祭
の

場
に

は
聖
な
る

樹
木
が
立
て

ら

れ、

神
が
降
臨
し、

聖
な

る

神
子
が

孕
ま
れ
る

。

あ
る

い

は、

祝

祭
の

中
で

人
は
神
と

な
る

。

柳
田

の

「

人
神
」

論
の

核
心
で

あ
る

。

　

柳
田
か
ら

大
き
な

刺
激
を
受
け

、

折
口

も
ま
た

『

民
族
』

に、

『

古
代

研
究
』

（
全
三

巻
）

の

中

核
と

な
る

諸
論
考
を

発
表
し
て

い

っ

た
。

し
か

し
、

そ

れ

ぞ
れ

の

学
の

確
立
は
、

そ
れ

ぞ
れ

の

学
の

差

異
を
際
立
た
せ
る

こ

と

に

も
な
っ

た
。

柳
田

は
、

折
口

が

書
き
上
げ
た

長
大
な

論
考

、

『

古

代
研
究
』

国
文

学
篇
の

巻
頭
を
飾
る

こ

と
に

な
る

「

常
世
及
び
「

ま
れ

び

と
」

」

を

『

民
族
』

に

掲
載
す
る

こ

と

を
拒

否
す
る

。

柳
田

の

こ

の

決
定

が

遠
因
と
な

り
、

『
民

族
』

は

瓦
解

す
る

。

わ

ず
か一

二

号
を
も
っ

て
、

『

民
族
』

は

終
刊
を

余
儀
な
く
さ
れ

る
。

柳
田
の

学
の

中
心
は、

放

浪
す

る

宗
教
者
た

ち
と

荒
ぶ

る

「

御

霊
」

か

ら、

定
住
す
る

農
民
た

ち
と

穏
や

か

な
「

祖
霊
」

へ

と

移
っ

て

い

っ

た
。

柳
田
と
折
口

の

学
の

も
つ

同
」

性

と

差
異
性
が
明
白
に

な
っ

て

く
る

な
か

、

両

者
を
な
ん

と
か
一

つ

に

総
合

し
よ

う
と

し
た
の

が
、

『

民
族
』

の

編

集
を
実
質
的

に
担
っ

て

い

た

岡
正

雄
で

あ
る

。

折
口

の

「

マ

レ

ビ

ト
」

論
を

傍

ら
に

置
き
な
が

ら、

岡
は

「

異
人
そ
の

他
」

を

書
き
上

げ
る

。

岡
は
、

柳
田
と

折
口

の

両

者
の

学
が

形
成
さ
れ
る
に

あ
た
っ

て
、

と

も
に

大
き
な
影
響
を

与
え
た

南
島
（
八
重

山
群

島）

の

仮
面

祭
祀
を

「

秘

密
結
社
」

の

問
題
と

し

て

捉
え

直
す

。

　
「

異
入
そ
の

他
」

は
、

岡
が

ウ

ィ

ー
ン

大
学
に

提
出
し

た

学
位
論
文
『

古

日

本
の

文
化
層
』

の

原
型
と
な
っ

た

（

結
局、

こ

の

学
位
論
文
は

ド

イ
ツ

語
で

も
日

本
語
で

も
刊

行
さ

れ
な
か
っ

た）
。

岡
の

助
手
を
つ

と

め
た
の

が

ア
レ

ク
サ
ン

ダ

i
・

ス

ラ

ヴ
ィ

ク

で

あ
る

。

ス

ラ

ヴ
ィ

ク

は
、

南
島
に

現
在
で

も
生
き
て

い

る

若
者
た

ち
の

仮
面

祭
祀
と

古
代
の

ゲ
ル

マ

ン

に

痕

跡
を
残
す
狂
暴
戦
士
た

ち
の

仮
面
祭
祀
の

驚
く
べ

き

類
似
性
に
つ

い

て

論

考
を
書
き
（
「

日

本
と
ゲ

ル

マ

ン

の

祭
祀
秘
密
結
社
」

一

九
三

六

年）
、

日

本

文
化
の

古
層
に

存
在
す
る
と

想
定
さ
れ
た

「

聖
な
る

来
訪
者
」

信
仰
の

詳
細
を
ま
と
め

た
（

「

「

ま
れ
び
と

」

考
」

一

九
五
九
年）

。

岡
1ー

ス

ラ

ヴ
ィ

ク

の

「

秘
密

結
社
」

論
は
、

ミ

ル

チ
ャ

・

エ

リ
ア

ー

デ

の

『

永
遠
回
帰
の

神
話
』

（
一

九
四

九

年）

の
一

つ

の

重
要
な

源
泉
と
な
っ

た
。

岡
1ー

ス

ラ

ヴ

ィ

ク

は、

「

秘
密

結
社
」

の

仮

面
祭
祀
の

核
心
に

「

聖
な
る

来
訪
者
」
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信
仰
を
位

置
づ

け、

聖
な

る
者
の

来
訪
に

よ
っ

て
、

経
済
の

根
源、
「

交

換
」

の

原

理
が

明
ら

か
に

さ
れ

る

と

説
い

た
。

そ
こ

で

は
人
間
の

側
か
ら

見
れ
ば
「

供
犠
」

が
、

神
の

側
か

ら
見
れ
ば
「

贈
与
」

が
行
わ
れ

、

聖

な

る

来
訪
者
に

よ
っ

て

時

間
と

空
間
が

刷
新
さ
れ

る
。

　
『
民
族
」

で
一

貫
し

て

デ

ュ

ル

ケ

ー

ム

派
の

宗
教
社
会
学
が

紹
介
さ
れ

て

い

る

こ

と
を

考
え
て

み

れ
ば

、

岡
1ー

ス

ラ

ヴ
ィ

ク

の

見
解
は、

柳
田
の

「

人

神
」

論
と

折
ロ

の

「

マ

レ

ビ

ト
」

論
だ

け
で

な

く、

そ
こ

に

マ

ル

セ

ル
・

モ

ー

ス

の

贈
与
論
を
重
ね
合
わ

せ

る

も
の

で

も
あ
っ

た

（

モ

ー

ス

自

身
、

岡
の

「

秘
密

結
社
」

論
に

興
味
を

示
し
た

と
い

う
）

。

柳
田

と

折
口

は
、

神
々

の

世

界
と
人

間
の

世
界
を
一

つ

に

つ

な
ぐ
媒
介
者
を

見
出
し
た

の

だ
。

柳
田

の

祖
霊
論
に

満
足
で

き
な
か
っ

た

折
口

は
、

媒
介
者
と
し
て

の

マ

レ

ビ

ト
を

突
き
つ

め
て

い

く
。

媒
介
者
は

、

祝
祭
の

只
中
で
、

供

犠

に

し
て

贈

与
で

も
あ
る

力
（
「

マ

ナ
」

）

の

解
放
と
と

も
に
顕
現
す
る

。

さ

ら
に

折
口

は
、

柳
田
と

は
別
の

神
を

求
め

る
。

お
そ
ら
く
折
口

の

導
き
の

糸
と

な
っ

た
の

は
、

『

民
族
』

に

集
い
、

と

も
に

ウ

ィ

ー

ン

学
派
の

ヴ
ィ

ル

ヘ

ル

ム
・

シ

ュ

ミ
ッ

ト
を

師
と

仰
ぐ
岡
や

宇

野
円
空
に
よ

っ

て

批
判

的

に

紹
介
さ

れ
た

ラ

ッ

フ

ァ

エ

ー

レ
・

ペ

ッ

タ

ッ

ツ

ォ

ー

二

の

「

最

高
存

在
」

で

あ
る

。

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

の

比

較
宗
教
学
と
日

本
の

民
俗
学
は

間
違
い

な
く
共
振
し
て

い

た
の

で

あ
る

。

モ

ー

ス

宗

教
社
会
学
の

生
成

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

溝
ロ

　
大

助

　
マ

ル

セ

ル
・

モ

ー

ス

の

思
想
展

開
は
、

そ
の

「

叔
父
」

デ
ュ

ル

ケ
ム

の

宗
教
社
会
学
の

展
開
と

不
即
不
離
の

関

係
に

あ
っ

た
。

二

人

の

書
簡
か
ら

も、

初
期
モ

ー

ス

宗
教
論
の

「

生
成
」

に

お
い

て

デ
ュ

ル

ケ

ム

が
重
要
な

位
置
づ

け
に

あ
る

こ

と
は

明
ら

か

で

あ
る

θ
霞
写
9B

一

ゆ
OO
。

）

。

こ

の

事
実
は
一

面
で

真
実
で

あ
る

。

だ

が
し
ば

し
ば
モ

ー

ス

宗
教

社

会
学
の

「

生
成
」

と

発
晨
に

お

い

て

見
過
ご

さ
れ
て

き
た

事
実
が
あ
る

。

そ
れ
は
、

イ

ン

ド

文
献
学
に

基
づ

い

て

発

展
し
た

初
期
モ

ー

ス

の

宗
教

論
で

決

定・

的
な

役
割
を
果
た

し、

中
期
お

よ

び

後
期
モ

ー

ス

の

宗
教
論
の

展
開
に

も

少

な
か

ら
ぬ

影
響
を

与

え
続
け
た
「

も
う
ひ

と

り
の

叔
父

職

§
註
軌

ミ
輪

§
ミ

E

臼
o

霞
巳
興
一

 

潔…
Φ
ω）

シ

ル

ヴ
ァ

ン
・

レ

ヴ
イ

の

存
在
と
そ
の

影
響
力
で

あ
る

。

　

そ
こ

で

本
発

表
の

目

的
は、

 
「

供

犠
の

本

質
と

機
能
に

関

す
る

試

論
」

（
以
下

、

「

供
犠
論
」

）

か
ら

 
「

贈
与
に
つ

い

て

の

試

論

　
　

古

代

社

会
に

お

け
る

交

換
の

形

態
と

理
由

」

（
以
下

、

「

贈
与

論
」）

ま
で

の

理

論
展

開
に

お
け
る

繋
が

り
を

手
短
か
に

紹
介
し、

 
イ
ン

ド
学

者
仏
教

学

者
シ

ル

ヴ
ァ

ン

・

レ

ヴ
ィ

の

影
響
に

着
目
す
る
こ

と
に

よ
り、

モ

ー

ス

宗

教
社
会
学
の

も
う
ひ
と

つ

の

「

生

成
」

を
証
拠
立
て

る

こ

と

に

あ
る

。

具

体
的
に

は、

 
「

供
犠

論
」

の

成
立
過
程
を
瞥
見
し、

 
「

贈

与
論
」

の

議
論
と

の

連
続
性
と
差

異
を

指
摘
し

、

 
「

供

犠
論
」

と

「

贈
与

論
」

の

両

方
で

採
用
さ
れ

た
シ

ル

ヴ
ァ

ン

・

レ

ヴ
ィ

に

代
表
さ
れ
る
イ
ン

ド
学

仏

教

学
の

ア

イ
デ

ア

の

変
遷
を

見
て

い

く
。

と

く
に

 
の

シ

ル

ヴ
ァ

ン
・

レ

ヴ
ィ

の

イ
ン

ド
学
仏
教

学
に

お

け
る

当
時
の

位
置
づ

け
を
指
摘
す
る

こ

と

に

よ

り、

モ

ー

ス

思
想
に

お

け
る

ア

ジ
ア

的
共
振
も
探
っ

て

み
た
い

。

　

 
と

 
で

は
「

供
犠
論
」

と

「

贈

与
論
」

を

瞥
見
す
る

。

「

供
犠
論
」

の

草
案
を
書
き
上

げ
て

い

た
モ

ー

ス

は
、

初
期
デ
ュ

ル

ケ
ム

学
派

宗
教

社

会
学
セ

ク

シ
ョ

ン

を
一

身
に

担

う
べ

く
、

ユ

ベ

ー

ル
、

エ

ル

ツ

を
は
じ
め

と

し
た

同
セ

ク
シ

ョ

ン

の

研
究

者
と

協
力
関
係
を
築
き、

壮
大
な
デ
ュ

ル

ケ
ム

理
論
を

基
礎
付
け
よ

う
と

し
た

。

そ
れ
は

確
か
で

あ
る

。

そ
の

証

拠
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